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梗
　
概

西
国
の
大
藩
で
あ
る
広
島
藩
は
、
享
保
年
間
（
１
７
１
６
～
１
７
３

５
）
に
、
家
中
で
使
用
す
る
用
紙
を
藩
内
で
生
産
す
る
「
諸も
ろ

口く
ち

紙
」
と

「
半
紙
」
に
定
め
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
一
部
を
「
淡う
す

茜あ
か
ね

色い
ろ

」
に
染
め
、

藩
の
公
用
紙
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
藩
か
ら
の
下
達
文

書
は
「
淡
茜
色
」、家
臣
か
ら
の
上
申
文
書
は
白
色
（
無
染
色
）
と
な
り
、

文
書
の
発
給
者
と
伝
達
の
方
向
が
色
に
よ
っ
て
識
別
可
能
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

ま
た
、
文
書
の
内
容
に
応
じ
て
、
紙
の
形
状
（
竪
紙
・
折
紙
・
半
切

紙
・
付
箋
な
ど
）
や
文
書
の
包
み
方
を
細
か
に
変
え
、
紙
を
あ
る
種
の

「
記
号
」
と
し
て
用
い
、
情
報
の
重
要
度
を
「
可
視
化
」
す
る
と
い
う
、

優
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
創
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
広
島
藩
は
廃
藩
置
県
に

至
る
ま
で
、
そ
の
膨
大
な
行
政
文
書
を
、2
色
に
分
け
ら
れ
た
「
色
諸

口
紙
」「
白
諸
口
紙
」「
色
半
紙
」「
白
半
紙
」
と
い
う
、
た
っ
た
4
種

類
の
紙
で
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
広
島
藩
が
2
色
の
紙
に
よ
っ
て
構
築
し
た
、
文
書
の
精
緻

な
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
筆
者
の
現
在
の
研
究
成
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
広
島
藩
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち
は
、「
刀
の
時
代
」
か

ら
「
紙
（
文
書
）
の
時
代
」
へ
と
、
社
会
の
大
き
な
変
化
に
果
敢
に
対

応
し
、紙
に
よ
っ
て
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
独
自
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
検
証
と
評
価
は
、「
紙
の
時
代
」
か

ら
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
」
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る
我
々
の
社
会
に
も
、

様
々
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

近
世
広
島
藩
は
、
戦
国
時
代
の
猛
将
・
福
島
正
則
の
改
易
後
、
元
和

五
年
（
一
六
一
九
）
に
浅
野
氏
が
入
封
し
た
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
な

成
立
を
み
る
。
以
来
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
至
る

ま
で
、二
五
〇
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ
て
浅
野
氏
が
こ
の
地
を
治
め
た
。

温
暖
な
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
を
中
心
に
、米
作
以
外
に
も
木
綿
・
藺い

草ぐ
さ・
塩
・

牡
蠣
・
海
苔
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
内
陸
部
で
は
製
鉄
業
、

製
紙
業
の
ほ
か
、
麻あ
さ

荢お

・
材
木
・
炭
・
煙
草
生
産
が
発
達
し
た
。
安
芸

国
と
備
後
国
の
一
部
を
合
わ
せ
た
計
四
二
万
六
〇
〇
〇
石
余
、
中
国
地

方
最
大
の
豊
か
な
藩
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
北
は
中
国
山
地
か
ら
南
は
瀬
戸
内
沿
岸
ま
で
及
ぶ
大

藩
の
経
営
は
、
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
江
戸
時
代
も

元
禄
期
に
な
る
と
文
書
の
量
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
戦
国
の
世
の
よ
う

に
武
力
で
治
め
る
の
で
は
な
く
、「
文
治
」
の
時
代
と
な
っ
た
。
藩
主

が
発
給
す
る
文
書
か
ら
、
末
端
の
村
々
へ
通
達
さ
れ
る
文
書
に
至
る
ま

で
、
紙
の
使
用
量
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
大
藩
の
行
政
文
書
を
主
と
し
て
担
っ

た
の
は
、「
淡
茜
色
（
う
す
あ
か
ね
い
ろ
）」
と
白
色
（
無
染
色
）
に
分
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け
ら
れ
た
、「
諸
口
（
も
ろ
く
ち
）」
と
「
半
紙
（
は
ん
し
）」
と
い
う
た
っ

た
二
種
類
の
紙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
広
島
藩
が
二
色
の
紙
に
よ
っ
て
「
可
視
化
」
し
た
、

公
文
書
の
精
緻
な
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
筆
者
の
現
在
の
研

究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
社
会
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
現
代
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
話
題
は
も
は

や
時
代
お
く
れ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
紙
」
と

い
う
素
材
を
用
い
て
サ
ム
ラ
イ
た
ち
が
創
り
出
し
た
、
情
報
伝
達
の
画

期
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
多
い
。

以
下
、
第
Ⅰ
章
で
は
藩
法
に
よ
り
、
広
島
藩
の
公
文
書
用
紙
（
以
下
、

公
用
紙
と
す
る
）
の
寸
法
や
色
、
用
途
が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
の

か
文
献
資
料
を
も
と
に
概
観
す
る
。
次
に
第
Ⅱ
章
で
は
、
こ
の
公
用
紙

が
実
際
ど
の
よ
う
な
紙
質
で
あ
っ
た
の
か
、
光
学
機
器
を
用
い
た
料
紙

調
査
を
も
と
に
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
第
Ⅲ
章
で

は
、
こ
の
二
色
・
二
種
類
の
公
用
紙
が
、
そ
れ
ぞ
れ
藩
行
政
で
ど
の
よ

う
に
機
能
し
て
い
た
の
か
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
第
Ⅳ
章
で
は
、
そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
が
、
我
々
の
社
会
に

何
を
示
唆
す
る
の
か
考
察
し
て
い
く
。

第
Ⅰ
章　

�

文
献
資
料
か
ら
み
る
広
島
藩
の
「
紙
」�

～�

「
淡
茜
色
」
の
公
用
紙
の
誕
生�

～

⑴
　
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
紙
」

筆
者
は
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
四
年
間
、
広
島
市
の
頼ら
い

山さ
ん

陽よ
う

史
跡
資

料
館
に
お
い
て
、「
広
島
頼
家
関
係
資
料
」
の
悉し
っ
か
い皆
調
査
と
目
録
作
成

に
従
事
し
た
。
初
代
当
主
の
頼ら
い

春し
ゅ
ん

水す
い

が
藩
の
高
名
な
儒
者
で
あ
り
、

末
弟
の
頼ら
い

杏き
ょ
う

坪へ
い

は
三
次
奉
行
な
ど
を
務
め
た
官
吏
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
資
料
に
は
藩
庁
内
で
作
成
さ
れ
、
授
受
さ
れ
た
様
々
な
公
文
書

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
薄
赤
色
の
文
書
が
多
数
あ
り
、
一

体
何
を
意
味
す
る
の
か
、調
査
当
初
か
ら
大
変
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
広
島
藩
内
で
生
産
さ
れ
て
い
た
紙
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
広

島
県
史
近
世
Ⅰ
』
に
「
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
は
公
用
の
半
紙
・

諸
口
・（
及
び
両
種
の
：
筆
者
注
）
半
切
紙
の
色
を
淡
茜
色
に
着
色
さ

せ
る
こ
と
と
し
」
と
あ
り
（
注
1
）、薄
赤
色
が
藩
の
公
用
紙
の
色
（
以

下
、
公
用
色
と
す
る
）
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
県
内
の
研
究
者
の
間
で
は
経
験
的
に
、
こ
の
「
淡
茜
色
」
の

紙
が
藩
の
公
用
紙
で
あ
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

公
用
色
に
染
め
ら
れ
た
「
半
紙
」
と
「
諸
口
」
は
ど
の
よ
う
な
品
質
の

紙
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
用
途
に
用
い
ら
れ

た
の
か
、
そ
し
て
白
色
の
紙
と
は
ど
の
よ
う
な
区
別
が
あ
っ
た
の
か
な

ど
、
同
書
の
記
述
以
上
に
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
研
究
が
な
さ
れ
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
他
藩
の
研
究
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
将
軍
か
ら
の
「
御
内

書
」
に
用
い
ら
れ
る
「
壇
紙
（
だ
ん
し
）」
や
、
幕
府
の
「
老
中
奉
書
」

の
「
奉
書
紙
（
ほ
う
し
ょ
し
）」
と
い
う
高
級
紙
で
は
、
近
年
研
究
が

進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
各
藩
で
通
常
の
行
政
文
書
に
使
用
さ
れ
た
紙

に
関
し
て
は
、
体
系
だ
っ
た
研
究
事
例
は
皆
無
で
あ
る
の
が
現
状
だ
。

こ
れ
は
、紙
の
品
質
調
査
を
行
え
る
研
究
者
が
少
な
い
こ
と
、し
た
が
っ

て
各
地
の
紙
の
名
称
を
特
定
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
広
島
藩
の
場
合
は
、
二
種
類
の
紙

を
公
用
紙
と
し
て
染
色
し
た
こ
と
が
、
幸
運
に
も
紙
の
特
定
を
可
能
に

し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
文
献
資
料
を
も
と
に
、
広
島
藩
の
公
用
紙
の
歴
史
を
紐
解
い

て
い
き
た
い
。

⑵
　
藩
の
規
定
か
ら
み
る
紙
の
用
途
と
格
式

本
項
で
は
通
達
や
触
書
な
ど
の
藩
法
か
ら
、
ま
ず
、
紙
の
使
用
規
定

が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
見
て
い
く
。

管
見
で
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
正
月
に
、
家
中
に
お
け
る
最
初

の
紙
の
規
定
「
諸
役
所
の
料
紙
使
用
に
つ
き
定
」（
参
考
資
料
1
）
が

出
さ
れ
、
授
受
者
各
々
の
身
分
、
文
書
の
内
容
に
応
じ
、「
杉
原
（
す

い
ば
ら
）」「
諸
口
」「
半
紙
」
と
い
う
三
つ
の
紙
種
の
使
い
分
け
を
細

か
く
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
二
月
に
は

「
諸
用
紙
の
使
用
に
関
す
る
達
」（
参
考
資
料
2
）
も
出
さ
れ
た
。
こ
の

通
達
に
よ
る
と
、
諸
口
紙
は
諸
切
手
・
証
文
類
と
い
っ
た
重
要
文
書
の

用
紙
に
指
定
さ
れ
た
一
方
、
半
紙
は
包
紙
や
、
重
要
度
の
低
い
「
当
分

之
書
付
」
類
の
用
紙
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
表
1

で
あ
り
、
次
の
三
点
を
指
摘
で
き
る
。

①　

�「
杉
原
」
は
上
へ
の
特
別
な
場
合
（
献
上
・
安
否
伺
い
・
祝
儀
）

に
使
用
さ
れ
、
通
常
の
家
中
の
書
状
や
、
藩
の
公
用
紙
に
は
用
い

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、「
諸
口
」「
半
紙
」
よ
り
格
の
高
い
紙
と
理

解
さ
れ
る
。

②　

�

家
中
の
者
が
通
常
、公
務
や
手
続
き
で
使
用
で
き
る
紙
は
「
諸
口
」

「
半
紙
」
の
二
種
類
で
あ
る
。
江
戸
・
京
都
・
大
坂
藩
邸
勤
務
の

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
国
在
住
の
家
中
の
者
に
対
し
て
も
こ

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

③　

�「
諸
口
」
は
通
常
の
公
用
紙
の
他
、
諸
勘
定
物
・
諸
目
録
・
諸
切
手
・

諸
証
文
・
願
書
類
と
い
っ
た
長
期
保
存
す
べ
き
重
要
な
文
書
記
録

類
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
半
紙
」
は
、
家
中
の
書
状
用

紙
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、「
覚
書
」や「
差
添
口
上
書
」と
い
っ

た
副
次
的
な
文
書
や
、「
包
紙
」「
当
分
の
書
付
」
と
い
う
重
要
度

の
低
い
も
の
に
使
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
半
紙
」
は
「
諸
口
」
よ

り
格
下
の
紙
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

右
の
三
点
を
踏
ま
え
る
と
、
紙
の
格
式
は
上
か
ら
「
杉
原
」「
諸
口
」

「
半
紙
」
の
順
で
あ
り
、
文
書
内
容
の
重
要
性
に
応
じ
て
、
紙
の
使
い
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分
け
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

⑶
　
紙
の
寸
法
と
公
用
色
の
規
定
　

次
に
、
紙
の
寸
法
お
よ
び
公
用
の
「
淡
茜
色
」
は
ど
の
よ
う
に
定
め

ら
れ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
年
代
順
に
追
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
享
保
三
年
に
成
立
し
た
「
広
島
藩
御
覚
書
帖
・
十
九　

諸
紙

類
」（
注
2
）
の
う
ち
に
、藩
の
紙
蔵
へ
納
め
る
「
杉
原
」「
諸
口
」「
半

紙
」
な
ど
の
紙
の
種
類
や
寸
法
、
一
ヵ
年
の
出
来
高
、
藩
内
の
産
地
が

記
載
さ
れ
る
。
た
だ
し
、こ
の
時
点
で
は
色
に
関
し
て
の
記
述
は
な
い
。

そ
し
て
、
三
年
後
の
享
保
六
年
、『
芸
藩
志
拾
遺
六
・
製
紙
』（
注

3
）
に
拠
る
と
、「
即
ち
享
保
六
年
、
官
の
用
紙
は
淡
茜
色
に
着
色
製

出
せ
し
〔
半
紙
・
諸
口
紙
・
及
両
種
の
半
切
紙
〕
む
る
者
と
紙
幣
の
用

紙
と
に
し
て
、
之
を
製
造
す
る
に
当
た
り
て
は
紙
蔵
所
へ
特
に
職
工
を

雇
入
し
て
之
に
従
事
せ
し
む
る
所
な
り
」
と
あ
り
、
藩
が
「
半
紙
」
と

「
諸
口
紙
」、
そ
し
て
両
種
を
横
半
分
に
裁
断
し
た
「
半
切
紙
」
を
初
め

て
公
用
色
に
染
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、
楮こ

う
ぞの
抜ぬ
け

荷に

に
手
を
焼
い
て
い
た
藩
は
、
文
化
八
年
（
一
八

一
一
）
七
月
に
代
官
よ
り
各
郡
へ
楮
の
取
引
を
厳
重
に
取
り
締
ま
る
よ

う
布
令
す
る
と
同
時
に
、
楮
栽
培
の
一
層
の
奨
励
と
、
従
来
の
諸
紙
寸

法
の
徹
底
を
左
の
通
り
に
、
改
め
て
各
郡
中
紙か
み

漉す
き

所
に
指
示
し
た
（
以

下
、
文
化
八
年
定
寸
表
と
す
る
）。

他所の一家・親類・
縁者への書通

江戸・大坂・京都・
他国者への書状 市中での用途

諸口紙 〇 〇
諸勘定物・諸目録・
諸切手・諸証文・
願書類

半紙 〇 〇 封じ上包紙・当
分の書付

杉原紙 〇 〇 ー

表 1　広島藩家中の紙の規定

通常の役人
の「 書 通 料
紙」

大坂・京都・
江戸勤務の
家中役人へ

「用之書状」

大坂・京都・
江戸勤務の
家中役人か
ら の「 用 之
書状」

家中の者ども
「願出」

家中の通常
の「 書 通 」、
他国在住の
家中の者へ
の書状

家老たち自用
に付、家来か
ら役人への書
面

上へ献上物・
安 否 伺 い・
祝儀の際の
書状

諸口紙 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

半紙 ×（ただし覚
書は〇）

×（ただし覚
書は〇） 〇

×（ただし差
添口上書は
〇）

〇 〇 ×

杉原紙 × × × × × × 〇



─ 39 ─

【
紙
楮
取
扱
い
に
関
す
る
御
紙
蔵
の
触
書
】（
注
4
）

　

御
紙
蔵
諸
紙
定
寸
之
覚

一
大
広
奉
書　
　
　

天
地
壱
尺
四
寸
五
分　
　

横
壱
尺
九
寸
五
分　

一
新
奉
書　
　
　
　
　

竪
壱
尺
三
寸
弐
分　
　

横
壱
尺
八
寸
五

一
大
奉
書　
　
　
　
　

同
壱
尺
弐
寸
五
分　
　

同
壱
尺
七
寸
三
分

一
小
奉
書　
　
　
　
　

同
壱
尺
壱
寸
弐
分　
　

同
壱
尺
六
寸　

一
流
溜
漉
大
杉
原　
　

同
壱
尺
壱
寸
弐
分　
　

同
壱
尺
六
寸　

一
同
中
杉
原　
　
　
　

同
壱
尺　
　

五
分　
　

同
壱
尺
五
寸

一
尺
長　
　
　
　
　
　

同
壱
尺
八
寸
五
分　
　

同
弐
尺
四
寸
八
分

一
大
長　
　
　
　
　
　

竪
壱
尺
壱
寸
六
分　
　

横
壱
尺
七
寸
四
分

一
中
長　
　
　
　
　
　

同
壱
尺
五
分　
　
　
　

同
壱
尺
六
寸

一
障
子
紙　
　
　
　
　

同　
　

九
寸
五
分　
　

同
壱
尺
五
寸
弐
分

一
封
紙　
　
　
　
　
　

同　
　

九
寸
弐
分　
　

同
壱
尺
三
寸
八
分

一
海
田
紙　
　
　
　
　

同
壱
尺　
　

八
分　
　

同
壱
尺
五
寸
壱
分

一
宇
田
紙　
　
　
　
　

同
壱
尺　
　

五
分　
　

同
壱
尺
六
寸
五
分

一
色
諸
口
・
白
諸
口　

同　
　

九
寸
七
分　
　

同
壱
尺
五
寸
五
分

一
御
用
半
紙　
　
　
　

同　
　

七
寸
七
分　
　

同
壱
尺
壱
寸
六
分

一
色
半
紙
・
紙
切

半
紙
・
白
半
紙　
　

同　
　

八
寸
三
分　
　

同
壱
尺
壱
寸
六
分

一
御
用
小
半
紙　
　
　

同　
　

六
寸
弐
分　
　

同　
　

九
寸　

一
小
半
紙　
　
　
　
　

同　
　

六
寸
六
分　
　

同　
　

九
寸
弐
分

一
小
形
小
半
紙　
　
　

同　
　

五
寸
八
分　
　

同　
　

八
寸
六
分

一
和
半
紙　
　
　
　
　

同　
　

七
寸　
　
　
　

同　
　

九
寸
七
分

一
勝
木
紙　
　
　
　
　

竪
壱
尺　
　

三
分　
　

横
壱
尺
六
寸
三
分

一
仙
過
紙　
　
　
　
　

同
壱
尺　
　

八
分　
　

同
壱
尺
四
寸
六
分

一
小
諸
口　
　
　
　
　

同　
　

八
寸
八
分　
　

同
壱
尺
三
寸

　
　

以
上

未
七
月　
　
　
　
　
　

御
紙
蔵

こ
の
通
達
で
は
、
諸
口
紙
と
半
紙
に
各
々
は
っ
き
り
と
、「
色
諸
口
・

白
諸
口
」、「
色
半
紙
・
白
半
紙
」
と
い
う
色
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
こ
れ
以
降
、
紙
の
寸
法
や
色
に
関
し
て
新
た
な
規
定
は
な

く
、
幕
末
に
至
る
ま
で
変
更
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
藩
の
紙
蔵
は
廃
止
と
な
り
、

「
淡
茜
色
」
の
公
用
紙
は
姿
を
消
し
た
。

現
在
、
藩
の
重
要
な
用
紙
で
あ
っ
た
諸
口
紙
に
つ
い
て
、『
精
選
版
・

日
本
国
語
大
辞
典
』
は
「
生
漉
（
き
す
き
）
紙
の
一
種
。
多
く
障
子
紙

に
用
い
ら
れ
た
。（
後
略
）」
と
説
明
し
、『
和
紙
文
化
辞
典
』
は
「
安

芸（
広
島
県
）に
産
し
、主
と
し
て
障
子
張
り
に
用
い
ら
れ
た
楮
紙
。（
後

略
）」と
記
述
す
る
。残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
、諸
口
紙
は
障
子
紙
で
あ
っ

た
と
い
う
認
識
に
と
ど
ま
る
。

け
れ
ど
も
、
実
際
は
障
子
紙
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
諸
口
紙
を
中
心
と

し
て
家
中
の
紙
の
シ
ス
テ
ム
が
高
度
に
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
こ
れ
ま
で
文
献
資
料
か
ら
見
て
き
た
よ
う
に
、
広
島
藩
は
享

保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）
に
紙
の
規
格
や
、
文
書
に
関
す
る
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規
定
を
相
次
い
で
整
備
し
た
。
さ
ら
に
紙
に
序
列
を
設
け
、
身
分
格
式

が
重
ん
じ
ら
れ
る
武
家
社
会
で
文
書
を
や
り
と
り
す
る
際
の
、
格
好
の

「
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）」
と
し
た
。
そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、「
諸
口
」「
半

紙
」
の
一
部
を
染
色
し
、
ひ
と
目
で
藩
の
触
書
や
通
達
類
が
識
別
で
き

る
「
淡
茜
色
」
の
公
用
紙
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
広
島
藩
で
生
産
さ
れ
た
「
諸
口
」「
半
紙
」
は
、
一
体
ど
の

よ
う
な
紙
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
現
存
す
る
古
文
書
の

中
か
ら
こ
の
二
種
類
の
紙
を
特
定
し
、
そ
の
品
質
と
特
性
を
明
ら
か
に

し
て
い
こ
う
。

第
Ⅱ
章　

�

料
紙
調
査
が
明
ら
か
に
す
る
広
島
藩
の
公
用
紙�

～�

「
諸
口
」「
半
紙
」
は
ど
の
よ
う
な
紙
だ
っ

た
の
か�

～

諸
口
紙
は
、寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
刊
の
『
芸げ
い

備び

国こ
く

郡ぐ
ん

志し

』
に
、「
居

民
多
製
之
、
世
称
広
島
紙
者
是
也
（
領
民
は
之
を
多
く
製
造
し
、
世
に

言
う
「
広
島
紙
」
と
は
是
で
あ
る
）」（
注
5
）
と
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、

広
島
藩
独
自
の
紙
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
藩
内
で
最
も
多
く

生
産
さ
れ
、
主
産
地
の
山
県
郡
・
高
宮
郡
の
も
の
が
特
に
高
品
質
と
さ

れ
た
。

一
方
の
半
紙
は
、
文
字
通
り
紙
を
半
分
に
切
っ
た
意
味
だ
が
、
杉
原

紙
の
寸
延
判
（
縦
三
五
㎝
×
横
五
一
㎝
）
を
縦
半
分
に
し
た
大
き
さ
が

半
紙
の
判
型
の
も
と
と
さ
れ
て
い
る
。
広
島
藩
の
み
な
ら
ず
、
日
本
各

地
で
縦
八
寸
～
八
寸
三
分
×
横
一
尺
一
寸
二
分
～
五
分
（
縦
二
四
～
二

五
㎝
×
横
三
四
～
三
五
㎝
）
を
基
準
と
し
て
漉
か
れ
た
。
半
紙
は
庶
民

層
の
需
要
に
最
も
応
え
た
常
用
紙
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
書
籍
に
も
重

宝
さ
れ
、
広
く
流
通
し
た
。

さ
て
こ
の
他
に
、
文
献
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
次
の
三
点
で
あ

る
。

①　

�「
諸
口
」「
半
紙
」
と
も
に
楮
こ
う
ぞ

紙し

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
藩
が
原

料
の
楮
の
栽
培
を
領
民
に
奨
励
し
、
他
国
と
の
楮
の
売
買
を
禁
じ

る
触
書
を
繰
り
返
し
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

②　

�

先
述
の
文
化
八
年
定
寸
表
よ
り
、
一
寸
を
約
三
〇
㎜
と
計
算
す
る

と
、「
諸
口
」
は
縦
二
九
一
㎜
×
横
四
六
五
㎜
、「
半
紙
」
は
縦
二

四
九
㎜
×
横
三
四
八
㎜
の
大
き
さ
の
紙
で
あ
る
。

③　

�

薄
赤
色
の
紙
は
、「
官
の
用
紙
と
し
て
、
半
紙
・
諸
口
紙
を
淡
茜

色
に
着
色
製
出
せ
し
」
と
い
う
享
保
六
年
の
記
述
か
ら
、
必
然
的

に
「
諸
口
」「
半
紙
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

右
の
条
件
を
満
た
す
紙
、
す
な
わ
ち
「
色
諸
口
」
あ
る
い
は
「
色
半

紙
」
と
推
定
で
き
る
紙
を
、「
広
島
頼
家
関
係
資
料
」
の
古
文
書
の
中

に
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
に
合
致
す
る
夥
し
い
数

の
公
用
紙
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
文
化
八
年
定
寸
表
に
拠
れ
ば
、「
色

諸
口
・
白
諸
口
」
と
「
色
半
紙
・
白
半
紙
」
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
寸
法
で

漉
か
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、無
染
色
の
「
諸
口
」「
半
紙
」



─ 41 ─

も
同
時
に
特
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ら
の
料
紙
調
査
の
結
果
を
表
2
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
に

従
っ
て
、
現
存
す
る
諸
口
紙
と
半
紙
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

⑴
　「
諸
口
」〔
色
諸
口
・
白
諸
口
〕
の
調
査
結
果

《
寸
法
・
形
状
》

縦
の
平
均
値
は
二
八
八
・
八
㎜
（
約
九
寸
六
分
）、
横
の
平
均
値
は

四
五
九
・
六
㎜
（
約
一
尺
五
寸
三
分
）
で
あ
る
。
こ
の
寸
法
は
文
化
八

年
定
寸
表
に
記
載
さ
れ
る
「
縦
九
寸
七
分
×
横
壱
尺
五
寸
五
分
」
と
近

似
し
、
現
存
す
る
諸
口
紙
が
、
ほ
ぼ
藩
の
規
定
通
り
漉
か
れ
て
い
た
こ

と
を
裏
付
け
た
。
厚
さ
の
平
均
値
は
〇
・
一
一
四
㎜
、
最
大
値
・
最
小

値
の
幅
が
少
な
く
均
一
に
漉
か
れ
て
お
り
、
中
判
で
中
口
の
料
紙
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

形
状
に
特
色
が
あ
り
、
そ
れ
は
縦
に
比
し
て
横
の
長
さ
が
約
一
・
六

倍
を
測
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
比
較
と
し
て
広
島
産
の
紙
を
文
化
八
年

定
寸
表
か
ら
三
種
類
示
し
た
い
。

・
中
杉
原　
　

縦
三
一
五
㎜
×
横
四
五
〇
㎜

　
　
　
　
　
　
　
〈
縦
に
対
す
る
横
の
比
〉
一
・
四
三
倍

・
半
紙　
　
　

縦
二
四
九
㎜
×
横
三
四
八
㎜

　
　
　
　
　
　
　
〈
縦
に
対
す
る
横
の
比
〉
一
・
三
九
倍

・
諸
口　
　
　

縦
二
九
一
㎜
×
横
四
六
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
〈
縦
に
対
す
る
横
の
比
〉
一
・
六
倍

こ
の
よ
う
に
、
諸
口
紙
の
縦
に
対
す
る
横
の
比
は
群
を
抜
い
て
高
く
、

横
長
の
料
紙
で
あ
る
こ
と
が
諸
口
紙
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

《
料
紙
色
・
抄
紙
法
・
品
質
》

紙
色
は
、
無
染
色
の
「
白
諸
口
」
が
白
黄
（
ク
リ
ー
ム
色
に
近
い
）

で
あ
り
、
杉
原
紙
や
奉
書
紙
よ
り
白
色
度
が
劣
る
こ
と
か
ら
、
常
用
紙

の
範
囲
に
あ
る
と
言
え
る
。「
色
諸
口
」
は
、そ
の
「
白
諸
口
」
を
「
淡

茜
色
」に
後
染
め
し
、一
見
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
淡
茜
色
」

と
一
口
に
言
う
も
の
の
、
濃
い
も
の
（
薄
紅
色
に
近
い
）
か
ら
薄
い
も

の
（
ベ
ー
ジ
ュ
に
近
い
）
ま
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
共
通
し
て
赤
み

を
帯
び
て
い
る
。
日
本
茜
を
染
料
と
し
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。

「
白
諸
口
・
色
諸
口
」
と
も
非
繊
維
物
質
や
樹
皮
片
、
繊
維
束
、
ム

ラ
は
普
通
か
ら
小
で
、
原
料
の
楮
の
塵
取
り
・
洗
浄
・
叩こ

う

解か
い

が
よ
く
行

わ
れ
不
純
物
が
少
な
め
で
あ
る
。
填て
ん

料
と
し
て
臼
で
挽
い
た
米
粉
が
繊

維
の
間
に
観
察
さ
れ
る
。

繊
維
は
縦
の
方
向
に
流
れ
る
こ
と
か
ら
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
ネ
リ
剤

を
加
え
「
流な
が

し
漉ず

き
」
に
て
抄し
ょ

紙う
し

さ
れ
た
。
簀す
の
め目

、
糸
目
と
も
、
肉
眼

で
観
察
さ
れ
る（
写
真
1
）。
一
寸
当
た
り
の
簀
目
本
数
は
、平
均
一
九
・

五
本
で
、
萱か
や

簀す

を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
の
裏
面
に
刷
毛
目
が
観

察
さ
れ
、
板
干
し
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
質
感
は
、
杉
原
紙
の
よ

う
な
上
質
で
柔
ら
か
な
手
触
り
は
な
く
、
や
や
硬
い
。
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資料
№

紙の種
類

繊維
判定 資料名 縦㎜ 横㎜ 厚平

均㎜
簀目
本数

糸目
㎜

簀目
目立

糸目
目立

非繊維
物質

樹皮
片

繊維
束

ム
ラ

填料・
量 硬さ 備考１ 備考２

1 色諸口 楮
百代姫様御
逝去に付触
書

286 461 0.13 15 45 透視 透視 普通 小 小 小 米粉・
多 普通 裏面に刷

毛目
広島頼家
関係資料

2 色諸口 楮 借知緩和に
付触書 283 450 0.11 18 45 透視 透視 小 小 小 小 米粉・

多 普通 裏面に刷
毛目 今中文庫

3 色諸口 楮
若殿様縁談
成立に付献
上品披露状

292 465 0.1 21 42 透視 透視 小 小 小 小 米粉・
多 普通 裏面に刷

毛目 今中文庫

4 色諸口 楮
御婚礼祝儀
献上品披露
状

288 463 0.09 18 50 透視 透視 小 小 小 小 米粉・
多 普通 裏面に刷

毛目 今中文庫

5 白諸口 楮 木石帳 288 458 0.12 21 42 透視 透視 小 小 小 小 米粉・
多 普通 裏面に刷

毛目
広島頼家
関係資料

6 白諸口 楮 頼様御勤書
写 289 460 0.13 24 34 透視 透視 小 小 小 小 米粉・

小 普通 裏面に刷
毛目

広島頼家
関係資料

7 白諸口 楮 婚儀双方申
合帳 292 463 0.1 18 51 透視 透視 小 小 普通 小 米粉・

多 普通 裏面に刷
毛目

広島頼家
関係資料

8 白諸口 楮 御役料返納
に付伺書 292 457 0.13 21 46 透視 透視 小 小 普通 小 米粉・

多 普通 裏面に刷
毛目

広島頼家
関係資料

9 色半紙 楮 包紙 246 345 0.08 21 49 透視 透視 小 小 小 小 米粉・
普通 普通 裏面に刷

毛目
広島頼家
関係資料

10 色半紙 楮 包紙 249 346 0.08 21 49 透視 透視 小 小 普通 小 米粉・
普通 普通 裏面に刷

毛目
広島頼家
関係資料

11 色半紙 楮 包紙 251 345 0.08 24 42 透視 透視 小 小 小 小 米粉・
普通 普通 裏面に刷

毛目 今中文庫

12 色半紙 楮 包紙 250 344 0.07 24 42 透視 透視 小 小 小 小 米粉・
普通 普通 裏面に刷

毛目 今中文庫

13 白半紙 楮 春水日記 248 346 0.07 24 49 透視 透視 小 小 小 小 米粉・
小 柔 広島頼家

関係資料

14 白半紙 楮 十四畳之間
建継諸控 246 347 0.07 24 44 透視 かすか 小 小 小 小 米粉・

普通 柔 裏面に刷
毛目

広島頼家
関係資料

15 白半紙 楮 仕様書覚 247 344 0.07 27 44 透視 透視 普通 小 小 小 米粉・
普通 柔 広島頼家

関係資料

16 白半紙 楮 逸史御写本
萬控 248 342 0.08 24 46 透視 透視 普通 小 普通 小 米粉・

多 普通 広島頼家
関係資料

表２　諸口紙・半紙紙質調査表　（2018 年 10 月 30 日、2019 年 3 月 29 日～ 7 月 18 日）

【料紙調査の方法】
①  料紙の縦横寸法 ( ㎜ )、シックネスゲージによる厚さ ( ㎜ ) の計測（各辺３ヶ所計測、平均値を算出）。
②  簀目本数（一寸＝ 3cm 当たりの本数）と糸目幅 ( ㎜ ) の計測。
③  肉眼および 100 倍の小型顕微鏡による観察、白色ＬＥＤライトパネルを用いた透過光観察により、繊維の判定、填

料の種類と量、簀目・糸目・刷毛目・板目、非繊維物質や繊維束の観察を行った。
以上を非破壊で実施。

【填料の米粉の量】
 相対的ではあるが、杉原紙のように繊維周辺に多量に確認できるものを「多」とし、容易に確認できるが杉原紙ほどで
はない量を「普通」、それ以下の少量のものを「小」とした。
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写真１
透過光による諸口紙の簀目・糸目

（「広島頼家関係資料」より）

写真４
白諸口・竪紙による家臣の願書

（「今中文庫」より）

写真３
藩営材木場の色半紙を用いた領収書

（「広島頼家関係資料」より）

写真２
色諸口・半切紙による「登城命令」

（「今中文庫」より）
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⑵
　「
半
紙
」〔
色
半
紙
・
白
半
紙
〕
の
調
査
結
果

《
寸
法
・
形
状
》

縦
の
平
均
値
は
縦
が
二
四
八
・
一
㎜
（
約
八
寸
三
分
）、
横
の
平
均

値
は
三
四
四
・
九
㎜
（
約
一
尺
一
寸
五
分
）
で
あ
っ
た
。
厚
さ
の
平
均

値
は
〇
・
〇
七
五
㎜
で
あ
る
。
半
紙
も
、
文
化
八
年
定
寸
表
の
値
で
あ

る
「
縦
八
寸
三
分
×
横
壱
尺
壱
寸
六
分
」
と
近
似
す
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
色
半
紙
・
白
半
紙
と
も
に
、
形
状
も
厚
さ
も
江
戸
時
代
の
半
紙

の
標
準
的
な
範
囲
内
で
あ
り
、
薄
口
で
小
判
の
紙
と
評
価
で
き
る
。

《
料
紙
色
・
抄
紙
法
・
品
質
》

紙
色
は
、無
染
色
の
「
白
半
紙
」
が
白
黄
～
白
茶
と
差
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
紙
色
は
填
料
の
米
粉
の
多た

寡か

や
、
原
料
処
理
を
ど
れ
だ
け
丁

寧
に
行
っ
て
い
る
か
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
色
半
紙
」

は
「
色
諸
口
」
と
同
じ
く
、公
用
の
「
淡
茜
色
」
に
染
色
さ
れ
て
お
り
、

ご
く
薄
い
も
の
か
ら
、
茜
色
の
強
い
も
の
ま
で
幅
が
あ
っ
た
。

「
白
半
紙
・
色
半
紙
」
と
も
に
、
原
料
の
楮
繊
維
の
塵
取
り
・
洗
浄
・

叩
解
が
よ
く
行
わ
れ
、
不
純
物
や
樹
皮
片
、
漉
き
ム
ラ
が
少
な
く
比
較

的
高
品
質
で
あ
っ
た
。
米
粉
の
添
加
量
に
は
多
い
も
の
か
ら
少
な
い
も

の
ま
で
差
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
繊
維
の
方
向
が
縦
に
流
れ
る
も
の
、

裏
面
に
刷
毛
目
跡
が
観
察
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
諸
口
紙
同
様
に
流
し

漉
き
・
板
干
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

簀
目
・
糸
目
と
も
肉
眼
で
容
易
に
観
察
さ
れ
る
。
一
寸
当
た
り
の
簀

目
本
数
は
平
均
二
三
・
六
本
で
、
萱か
や

よ
り
細
い
竹
簀
を
密
に
し
て
用
い

た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
諸
口
紙
よ
り
薄
く
漉
く
た
め
で
あ
り
、
こ
の

薄
さ
に
よ
っ
て
質
感
は
諸
口
紙
よ
り
若
干
柔
ら
か
い
も
の
と
な
る
。
糸

目
幅
の
平
均
値
は
四
五
・
六
㎜
と
な
り
、
全
国
的
に
み
て
も
か
な
り
幅

が
広
い
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

以
上
、
料
紙
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
文
献
資
料
だ
け
で
は
実

証
性
に
乏
し
か
っ
た
、次
の
二
点
を
改
め
て
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
つ
目
は
、
文
献
上
「
諸
口
」「
半
紙
」
と
呼
ば
れ
る
紙
の
特
定
で

あ
る
。
こ
の
二
紙
種
は
、
原
料
・
填
料
・
抄
紙
法
な
ど
基
本
的
に
は
共

通
性
が
あ
る
紙
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、両
者
に
は
縦
が
約
四
㎝
、

横
が
約
一
一
・
五
㎝
の
差
が
あ
る
な
ど
、
大
き
さ
、
厚
さ
に
そ
も
そ
も

明
確
な
相
違
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
顕
微
鏡
な
ど

な
く
と
も
、
外
見
上
識
別
が
可
能
な
別
種
の
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

そ
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
従
来
、「
淡
茜
色
の
公
用
紙
」
と
ひ
と

括
り
に
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
文
献
の
記
述
通
り
、「
色
諸
口
」
と
「
色

半
紙
」
の
二
種
類
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。
二

紙
種
が
あ
る
以
上
、
各
々
が
区
別
さ
れ
、
何
ら
か
の
役
割
が
あ
っ
た
こ

と
が
当
然
推
測
さ
れ
る
。

料
紙
調
査
に
よ
っ
て
、「
色
諸
口
」
と
「
色
半
紙
」
の
み
な
ら
ず
、「
白

諸
口
」
と
「
白
半
紙
」
を
加
え
た
、
四
種
類
の
紙
が
出
揃
っ
た
こ
と
に

な
る
。
次
章
で
は
、
こ
れ
ら
が
藩
の
行
政
文
書
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
機
能
を
果
た
し
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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第
Ⅲ
章　

�

紙
の
「
記
号
化
」
と
情
報
の
「
可
視
化
」�

～�

大
量
の
文
書
を
捌
く
イ
ン
フ
ラ
整
備�

～

こ
こ
で
は
「
広
島
頼
家
関
係
資
料
」
の
ほ
か
、「
今
中
文
庫
」（
広
島

大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
）
の
文
書
も
対
象
と
し
、
公
用
紙
に
お
け
る
四

紙
種
の
使
い
分
け
を
検
討
す
る
。

今
中
家
は
代
々
浅
野
家
に
仕
え
、
特
に
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
か

ら
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
ま
で
執
権
（
年
寄
職
）
と
し
て
藩
政
に
あ

た
っ
た
、
今
中
相
親
（
一
七
八
四
～
一
八
五
七
）
の
時
代
の
文
書
が
多

く
伝
来
す
る
。「
広
島
頼
家
関
係
資
料
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
史
料
群
で

あ
る
が
、
頼
家
に
は
な
い
紙
の
用
途
が
見
ら
れ
た
た
め
、
分
析
の
対
象

に
加
え
た
。

⑴
　
色
諸
口
・
色
半
紙
の
用
途
〔
下
達
文
書
〕

色
諸
口　

公
文
書
正
文

〔
形
態
：
竪
紙
（
注
6
）・
折
紙
・
半
切
紙
・
付
箋
様
・
竪
帳
〕

色
半
紙

公
文
書
正
文
〔
形
態
：
半
切
紙
・
竪
切
紙
〕

公
文
書
包
紙
〔
形
態
：
竪
紙
・
縦
半
裁
紙
〕

ま
ず
、「
色
諸
口
」「
色
半
紙
」
の
用
途
を
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
、
藩
庁

や
藩
営
の
諸
機
関
か
ら
藩
士
（
村
役
人
も
含
む
）
へ
発
給
さ
れ
た
、「
下

達
文
書
の
用
紙
」
と
言
え
る
。「
淡
茜
色
」
は
通
達
・
触
書
な
ど
の
下

達
文
書
の
真
正
性
を
担
保
し
、
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
上
か
ら
の
命
令

や
指
示
が
き
た
こ
と
が
ひ
と
目
で
分
か
る
。

重
要
な
の
は
紙
が
形
態
（
竪
紙
・
折
紙
・
半
切
紙
・
付
箋
・
帳
面
な

ど
）
と
結
び
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
を
細
か
く
表
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
例
え
ば
、
登
城
命
令
は
図
1
の
③
の
よ
う
に
、「
色
諸
口
・
半

切
紙
」
で
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
（
写
真
2
）。
ま
た
、
藩
主
一

家
へ
献
上
物
の
命
令
が
今
中
相
親
の
よ
う
な
年
寄
職
へ
出
る
場
合
、
図

1
の
②
の
よ
う
に
「
色
諸
口
・
折
紙
」
で
到
来
し
、
献
上
物
が
滞
り
な

①

②

③

図１ 色諸口紙の形態
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く
披
露
さ
れ
る
と
、
そ
の
旨
が
①
で
通
知
さ
れ
る
。
違
う
の
は
、
色
半

紙
に
よ
る
「
包
み
方
」
で
あ
る
。
①
は
花
押
が
な
さ
れ
、
よ
り
厚
礼
な

書
状
様
式
の
文
書
の
包
み
方
で
あ
り
、
②
は
藩
主
の
上
意
を
伝
え
る
だ

け
の
命
令
口
調
の
文
書
の
包
み
方
な
の
だ
。

さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
図
2
の
色
諸
口
に
よ
る
「
付
札
機
能
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、藩
士
か
ら
の
伺
書
（
図
2
の
①
）
や
願
書
（
同
②
）

へ
、簡
易
な
回
答
や
指
示
を
付
箋
様
の
色
諸
口
紙
で
行
う
も
の
で
あ
る
。

藩
士
か
ら
は
日
々
、
膨
大
な
問
い
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
上
位
役
職
者
は
、
別
個
に
文
書
を
作
成
す
る
手
間
を
省

略
し
、「
付
札
」
を
も
っ
て
指
図
を
伺
書
な
ど
の
端
に
貼
付
し
、
差
出

人
へ
返
却
す
る
と
い
う
優
れ
た
文
書
処
理
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、「
色
半
紙
」
に
は
写
真
3
の
よ
う
に
、
藩
直
営
の
材
木
場
・

絹き
ぬ

座の
ざ

発
給
の
簡
易
な
領
収
書
に
使
用
さ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
た
。
同
じ

藩
発
給
文
書
で
あ
っ
て
も
、
通
達
類
よ
り
格
下
の
案
件
に
用
い
ら
れ
た

の
が
「
色
半
紙
」
と
い
え
よ
う
。

⑵
　
白
諸
口
・
白
半
紙
の
用
途
〔
上
申
文
書
〕

白
諸
口

家
臣
の
願
書
・
伺
書
・
申
請
書�

〔
形
態
：
竪
紙
・
半
切
紙
〕

日
常
業
務
の
用
紙�

〔
形
態
：
半
切
紙
・
帳
面
〕

白
半
紙

願
書
・
伺
書
・
申
請
書
の
包
紙�

〔
形
態
：
竪
紙
・
縦
半
裁
紙
〕

日
常
業
務
用
紙
・
村
役
人
願
書�

〔
形
態
：
竪
紙
・
半
切
紙
・
帳
面
〕

「
白
諸
口
」
と
「
白
半
紙
」
の
用
途
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
つ
ま
る

と
こ
ろ
藩
士
や
村
役
人
な
ど
か
ら
上
へ
の
「
上
申
文
書
」
と
、「
通
常

業
務
用
紙
」
の
二
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
白
諸
口
を

用
い
た
「
上
申
文
書
」
の
紙
の
形
態
で
あ
る
。
白
半
紙
は
そ
れ
ら
の
提

出
の
際
、
包
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

図
2
の
①
は
家
臣
か
ら
の
伺
書
の
様
式
で
、「
白
諸
口
・
半
切
紙
」

が
用
い
ら
れ
た
。
伺
書
の
内
容
は
婚
姻
・
養
子
縁
組
か
ら
、
隠
居
願
や

公
務
で
の
失
態
に
よ
る
進
退
伺
ま
で
幅
広
い
が
、
内
々
に
許
可
さ
れ
る

か
否
か
を
前
も
っ
て
尋
ね
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
図
2
の

②
は
願
書
の
様
式
で
あ
り
、「
白
諸
口
・
竪
紙
」
を
使
用
し
た
。
家
臣

①

②

図 2　白諸口紙に「付札」の用例
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の
跡
継
ぎ
の
元
服
や
御
目
見
な
ど
の
重
要
儀
式
、
移
動
や
湯
治
休
暇
願

い
、
足
袋
着
用
な
ど
身
分
格
式
に
関
す
る
願
い
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す

る
（
写
真
4
）。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
願
書
差
出
の
前
に
伺
書
で
了
解

を
得
て
お
り
、
認
可
さ
れ
る
こ
と
が
既
定
の
案
件
で
あ
る
。
ま
た
、
願

書
で
は
な
い
が
、
役
職
に
就
い
た
際
の
誓
紙
も
こ
の
様
式
を
用
い
た
。

紙
に
は
竪
紙
よ
り
半
切
紙
の
方
が
略
式
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、
ま

ず
簡
略
な
半
切
紙
に
よ
っ
て
内
々
に
伺
い
を
た
て
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
先
述
の
「
付
札
（
色
諸
口
）」
で
の
許
可
を
経
た
の
ち
に
、
正
式

な
願
書
を
竪
紙
で
提
出
す
る
と
い
う
、
紙
の
形
状
の
差
を
利
用
し
た
申

請
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
日
常
業
務
用
紙
」
に
も
多
少
触
れ
て
お
こ
う
。
藩
士
同
士
の
業
務

連
絡
に
は
白
諸
口
・
白
半
紙
の
い
ず
れ
も
半
切
紙
が
用
い
ら
れ
た
。
役

所
の
帳
面
類
は
長
期
保
存
性
が
求
め
ら
れ
る
も
の
に
は
白
諸
口
、
簡
易

な
手
控
類
に
は
白
半
紙
と
区
別
が
あ
る
。
ま
た
、
庄
屋
な
ど
の
村
役
人

か
ら
藩
へ
の
嘆
願
書
は
必
ず
「
白
半
紙
・
竪
紙
」
の
様
式
が
用
い
ら
れ
、

藩
士
の
願
書
（
白
諸
口
・
竪
紙
）
と
は
、
厳
格
な
区
別
が
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

以
上
の
用
例
か
ら
、
広
島
藩
の
公
文
書
は
ま
ず
紙
の
色
に
よ
っ
て
大

き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。「
淡
茜
色
」
の
用
紙
に
よ
る
上
層
部
か
ら

の
「
下
達
文
書
」、
白
色
の
用
紙
に
よ
る
家
臣
か
ら
の
「
上
申
文
書
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
書
の
伝
達
方
向
が
役
所
内
で
誤
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
色
に
よ
っ
て
大
量
の
文
書
が
仕
分
け
さ
れ
、
そ
の
経
路
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、文
書
の
内
容
に
応
じ
て
、

紙
の
形
態
や
包
み
方
を
細
か
に
変
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紙
を
あ
る
種

の
「
記
号
」
と
し
て
用
い
、
情
報
の
軽
重
を
「
可
視
化
」
し
て
い
る
と

い
う
評
価
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
Ⅳ
章　

�

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
へ
向
か
う
現
代
に
あ
っ
て�

～�

広
島
藩
の
「
紙
」
が
示
唆
す
る
も
の�

～

以
上
、
広
島
藩
が
文
書
伝
達
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
二
色
・
二
種
類

の
紙
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
藩
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
て
き
た

の
か
、
そ
の
一
端
を
述
べ
て
き
た
。
私
は
そ
の
特
徴
を
「
四
つ
の
Ｃ
」

と
呼
ん
で
い
る
。

①�
 C

olor-coded netw
ork�

…�

色
分
け
さ
れ
る
（
識
別
さ
れ
る
）

文
書
伝
達
経
路�

②�
C

redibility of docum
ent 

…
（
藩
の
）
文
書
の
信
用
性

③�
�C

om
m

unity spirit�

…�

帰
属
意
識
（
藩
内
産
紙
を
江
戸
・
大

坂
・
京
都
藩
邸
で
も
使
用
）

④�
�C

lass society�

…�

階
級
社
会
（
階
級
・
役
格
に
よ
っ
て
異
な

る
紙
種
、
書
式
・
様
式
）

彼
ら
広
島
藩
の
サ
ム
ラ
イ
の
社
会
は
、「
刀
の
時
代
」
か
ら
「
紙
の

時
代
」
へ
と
大
き
く
変
化
を
迫
ら
れ
た
。
幕
府
を
は
じ
め
、
藩
内
外
か

ら
押
し
寄
せ
る
膨
大
な
情
報
や
、
藩
内
の
行
政
書
類
に
日
々
対
応
せ
ね
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ば
な
ら
ず
、
そ
の
量
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
「
紙
」
と
い
う
素
材
を

徹
底
的
に
展
開
・
活
用
し
、
円
滑
な
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ

く
果
敢
に
挑
戦
し
た
。

諸
口
紙
と
半
紙
の
研
究
を
通
し
て
、
筆
者
が
何
よ
り
驚
き
だ
っ
た
の

は
、
た
っ
た
二
種
類
の
紙
の
寸
法
や
厚
さ
、
色
や
形
状
を
使
い
分
け
、

文
書
の
内
容
の
重
要
度
や
、
授
受
者
の
格
式
を
的
確
に
表
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
業
務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
諸
口
紙
・
半
紙
と

い
う
実
用
的
な
紙
を
藩
政
文
書
に
採
用
し
、「
淡
茜
色
」
に
染
め
る
こ

と
で
、
ひ
と
目
で
識
別
が
可
能
な
公
用
紙
に
し
た
、
彼
ら
の
着
想
に
は

深
く
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

翻
っ
て
我
々
の
社
会
は
今
、「
紙
の
時
代
」
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
化
の

時
代
」
へ
と
大
き
く
舵
を
き
っ
て
い
る
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら

ず
、サ
ム
ラ
イ
た
ち
と
同
様
に
こ
の
変
化
に
果
敢
に
挑
戦
し
、誰
に
と
っ

て
も
平
等
で
、
優
れ
た
情
報
社
会
を
築
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
先

に
挙
げ
た
「
四
つ
の
Ｃ
」
は
、
現
代
の
我
々
に
も
幾
つ
か
の
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
特
殊
な
フ
ォ
ン
ト
や
色
に
よ
っ
て
瞬
時
に
識
別
で
き
る
行

政
メ
ー
ル
、
文
書
や
情
報
の
信
用
性
を
担
保
す
る
独
自
の
「
デ
ジ
タ
ル

包
紙
」
や
開
封
方
法
、
組
織
内
の
帰
属
意
識
を
利
用
し
た
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
開
発
な
ど
で
あ
る
。
四
つ
目
の
Ｃ
の
「
階
級
社
会
」
は
現
代

に
そ
ぐ
わ
な
い
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
を
は
じ
め
と
す
る
、
様
々

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
適
し
た
情
報
伝
達
の
在
り
方
を
示
唆
す
る
も
の
と

し
た
い
。

我
々
の
生
活
に
、
今
後
隙
間
な
く
徹
底
的
に
入
り
込
ん
で
く
る
デ
ジ

タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
自
然
災
害
に
は
脆
弱
な

一
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
幸

い
に
も
我
々
は
二
色
の
Ａ
4
・
Ｂ
５
の
紙
さ
え
あ
れ
ば
、
広
島
藩
の
情

報
伝
達
の
方
法
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
、
時
代
を
経
て
も
な
お
応
用
可
能
な
、
人
類
の
「
英
知
」

を
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
が
、
歴
史
を
学
ぶ
意
義
で
あ
り
、
基
礎
研

究
の
価
値
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
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注
・
引
用
文
献
・
参
考
資
料
一
覧

〔
注
〕

1　
『
広
島
県
史　

近
世
Ⅰ
』
五
四
五
ペ
ー
ジ

2　
『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅰ
』
一
五
七
～
一
六
〇
ペ
ー
ジ

3　
『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅰ
』
三
七
五
ペ
ー
ジ

4　
『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅳ
』
一
〇
〇
～
一
〇
四
ペ
ー
ジ

5　
『
広
島
県
史　

近
世
Ⅰ
』
五
四
〇
ペ
ー
ジ

6　

縦
横
に
裁
断
さ
れ
て
い
な
い
、
フ
ル
サ
イ
ズ
の
紙
の
こ
と
。

〔
引
用
文
献
〕

『
広
島
県
史　

近
世
Ⅰ
』（
広
島
県
、
一
九
八
一
）

『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅰ
』（
広
島
県
、
一
九
七
三
）

『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅲ
』（
広
島
県
、
一
九
七
三
）

『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅳ
』（
広
島
県
、
一
九
七
五
）

久
米
康
生
『
和
紙
文
化
辞
典
』（
わ
が
み
堂
、
一
九
九
五
）

『
精
選
版
・
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
六
）

〔
参
考
資
料
〕

1
　【
諸
役
所
の
料
紙
使
用
に
つ
き
定
】（「
吉
長
公
御
代
記
」
巻
十
四
上
）

　
　
　
　

覚

一　

�

常
々
用
之
儀
ニ
付
而
、
諸
役
人
書
通
し
料
紙
諸
口
を
相
用
、
其
外
覚
書
類
を
は
半

紙
を
可
用
候
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
等
に
罷
在
候
役
人
共
方
へ
用
之
書
状
判
形
仕

候
共
、
他
所
へ
不
出
候
儀
ニ
ハ
諸
口
を
用
ひ
、
覚
書
ハ
諸
口
半
紙
之
内
有
合
申
候

方
を
用
可
申
候
、
件
之
所
々
よ
り
当
地
へ
差
越
候
ニ
ハ
、
尚
以
諸
口
半
紙
ニ
而
も

判
形
仕
可
差
越
之
事

付
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
他
国
之
者
へ
書
状
遣
候
時
ハ
杉
原
之
類
に
て
も
書
認

可
遣
事

一　

上
へ
献
上
物
仕
候
歟
、
又
ハ
安
否
為
相
伺
候
或
ハ
祝
儀
に
書
状
差
出

し
等
之
節
ハ
杉
原
類
ニ
認
可
申
候
、
尤
一
家
中
幷
奥
方
付
へ
書
通
仕

候
時
ハ
、
常
々
と
て
も
料
紙
之
儀
、
只
今
迄
仕
来
り
之
通
り
に
可
仕
事

一　

�

家
中
之
者
共
願
出
一
同
に
諸
口
ニ
相
調
、
口
上
書
差
添
候
ハ
半
紙
に
調
可
差
出
候
、

幷
常
々
家
中
之
書
通
諸
口
・
半
紙
之
類
を
用
、
他
所
之
一
家
・
親
類
・
縁
者
へ
遣

申
候
書
通
ハ
杉
原
に
て
も
可
相
用
候
、
同
家
中
之
者
へ
は
他
国
へ
も
諸
口
・
半
紙

を
用
可
申
事

一　

家
老
共
自
用
ニ
付
、
役
人
共
方
へ
家
来
共
ゟ
半
紙
等
遣
候
ハ
諸
口
を
用
不
苦
事

一　

�

寺
社
・
町
新
開
・
郡
方
諸
品
之
願
出
調
候
紙
ハ
、
只
今
之
迄
之
通
弥
麁
抹
成
料
紙

可
用
之
、勿
論
三
原
よ
り
之
願
出
も
可
為
同
前
事
右
之
通
可
相
心
得
候
、乍
然
常
々

之
用
紙
ハ
諸
口
・
半
紙
ニ
限
ら
す
何
紙
ニ
而
も
心
次
第
に
致
し
、
銘
々
勝
手
に
能

候
料
紙
可
相
用
候
、
紙
ハ
不
断
入
用
之
も
の
に
候
へ
ハ
、
勝
手
之
為
ニ
も
可
成
と

相
極
事
ニ
候
へ
ハ
此
旨
可
相
知
候
、
以
上

　
　
　
　

正
月
十
二
日

（
以
上
、『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅲ
』
三
九
五
～
三
九
六
ペ
ー
ジ
）

2　
【
諸
用
紙
の
使
用
に
関
す
る
達
】（「
吉
長
公
御
代
記
」
巻
二
十
二
下
）

一　

�

諸
勘
定
物
・
諸
目
録
・
諸
切
手
・
諸
証
文
・
願
書
等
之
類
、
重
而
見
合
ニ
も
可
相

成
物
之
者
、
諸
口
紙
ヲ
可
相
用
事

一　

封
じ
上
包
紙
等
幷
当
分
之
書
付
等
者
、
都
而
半
紙
ヲ
可
相
用
事
右
之
通
町
中
向
後

可
相
心
得
候
、
已
上

　
　
　
　

十
二
月

�

五
組
江

倹
約
ニ
付
別
紙
之
通
可
申
含
旨
被
仰
出
候
条
、
町
中
末
々
迄
堅
可
相
守
者
也

　
　
　
　

十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　

御
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜
神
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
石
弥
一
右
衛
門
殿

（
以
上
、『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅲ
』
五
二
七
ペ
ー
ジ
）


